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MRIの 新 し い 撮 像 シ ー ケ ン ス で あ る
untrashort echo time法を用い て齲蝕 を観 察 した
論文 を以 下 にご紹 介 します 。
MRIは軟 組織 の重要 な画 像検 査 法 と して 知 ら
れて いる。歯科 で も腫瘍性病 変,顎 関節疾 患 や炎
症性疾患 の画像診 断 に活 用 されて い る。 しか しな
が ら,齲 蝕の画像 診断で はエナ メル 質お よび 象牙
質 による大 きな磁 化率 が磁 場 を不均 一 にす るため
に,診 断精度 の高 い画像 を得 るこ とが困難 で あっ
た。 こ う い う現 状 の 下,ultrashort echo time
(UTE)MRIによ り撮像 され た直 接 かつin vivoな
歯 の硬 組 織MRIが 最 近 報告 され た。 本研 究 の 目
的 は齲 蝕 同定 にお け るUTE MRIの有 用性 を臨床
的 に評価 す るこ とで ある。
40名の無 作 為 に選 ばれ た患 者(平 均 年 齢41±
15歳)が 対 象 と な った。39名の患 者 が従 来 の 臨
床的評価,咬 翼 法エ ックス線検 査 な らび にturbo-
spin echo(TSE)およびUTEに よ るMRI検査 を受
けた。1名 の患 者 は閉 所恐 怖 症 の た めMRI検 査
を除外 された。4名 の患者 では,齲 蝕 を含 む口腔
内写真 が撮 影 され た。 また軟 化歯質 除去の後 明 ら
か にな った齲窩 の大 きさが記録 され,MR所 見 と
比較 され た。
合 計 で161部位 の齲 蝕 が 同定 され た。157部位
(97%)はUTE画像で,27部 位 がTSE画像 で,137
部 位(85%)がエ ッ ク ス 線 写 真 で 認 め ら れ た
(Figure5 and Figure6)。14本の歯 が修復物 に
よる金 属 アーチ ファク トのた めMR画 像 で分析 で
きなか った。UTE画 像 で の齲 窩 の大 き さはエ ッ
クス線 写 真 やTSE画像 よ り有 意 に大 き く認 め ら
れ た。UTE画 像 で観 察 され た齲窩 の 大 き さの 精
度 をin situによる計測 で確認 した。
本 研究 で 得 られ た デ ー タか ら齲蝕 同 定 にUTE
MR画 像 が適 用 で きる根 拠 が得 られた。研 究 デ ー
タはUTE MRIの感度 が高 い ことを示 唆 す るが,
修復物 によ る読影 困難 とい う制約 を考慮 しなけれ
ばな らない。
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